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はじめに

このガイドでは、組織で現在 Apache NiFi 環境
を管理しており、マネージドサービスモデルへ
の移行を検討している方のために、その意思決
定に役立つ知識とガイダンスをご紹介します。

柔軟性と管理性に優れる NiFi を使用すれば、複雑
なデータフローアーキテクチャを構築できます。しか
し、自力で NiFi を導入するのは容易ではありません。
最適なパフォーマンス、拡張性、セキュリティを確保
するのに、多くの専門知識、時間、リソースが必要
になるからです。

セルフサポートのオープンソースから、Cloudera が
サポートするマネージドモデルに移行することには、
多くのメリットがあります。なによりも、NiFi 環境の
管理と保守を専門のマネージドサービスに委ねれ
ば、運用の負担を軽減し、本業の目標達成に集中で
きます。

このガイドでは、常時サポート、エキスパートによる
ガイダンス、プロアクティブなデータ監視、問題の迅
速な解決など、マネージドサービスを利用する数々
のメリットをご紹介します。また、マネージドサービ
スモデルが、データフローの運用の効率化、パフォー
マンスの改善、全体的な信頼性の向上にどのように
役立つかについても見ていきます。

その他にも全体を通じて、NiFi の運用で組織が直面
し、マネージドサービスに移行することで解決できる
可能性のある一般的な懸念事項や課題を取り上げて
います。また、データのセキュリティとコンプライア
ンス、新しいサポートワークフローへの適応、コス
ト効果の最適化などの話題にも触れます。さらに、
マネージドサービスの実際のメリットがわかる導入
事例もご紹介します。

このガイドを一読することで、セルフサポートの NiFi 
オープンソースから Cloudera に移行することで得ら
れるメリットを包括的に理解できます。これらの知識
があれば、移行プロセスを円滑に進め、マネージド
サービスのメリットを活かして、NiFi 環境の運用効
率、拡張性、信頼性を向上させることができます。

3 Cloudera を活用した NiFi の大規模展開



NiFi の基本
すでにご存じだと思いますが、Apache NiFi は、
Web ベースの直感的なインターフェースでデータフ
ローを構築、管理、監視し、さまざまなシステム間
でのデータの送受信を簡単に自動化できる、オープ
ンソースのデータ統合ツールです。

もともとは米国国家安全保障局 (NSA) が開発したも
ので、2014年にオープンソースプロジェクトとして
公開されました。それ以来、データの統合、処理、
配信ツールとして多くの利用者を集め、ユーザーや
コントリビュータによるコミュニティが数多く作られま
した。読者の中にもいずれかのコミュニティに参加
している方がいらっしゃると思います。

NiFi の重要な特徴の1つが、さまざまな形式のデー
タフローをリアルタイムで処理できる点です。また、
データのフィルタリング、分割、結合、変換など、デー
タを操作するための幅広いプロセッサが用意されて
います。これらのプロセッサはグラフィカルなインター
フェースで視覚的に設定できるため、複雑なデータ
処理ワークフローでもコードを一切記述することなく
簡単に構築できます。

NiFi はフローベースのプログラミングモデルを採用し
ており、データが一連のプロセッサを通る間に、各
プロセッサで特定の処理が実行される仕組みになっ
ています。これにより、データの流れを簡単に可視
化し、データ処理パイプラインでの問題やボトルネッ
クをすばやく特定できます。NiFi にはデータフローの
監視機能も用意されています。監視機能では、デー
タフローの速度に関するリアルタイムの統計を確認
したり、データフローでのエラー発生など、特定の
状態になったときにアラートを生成したりできます。

NiFi オープンソースのセルフサポートモデルの概要
NiFi オープンソースを利用するには、自身で問題に
対処し、コミュニティの支援を得て、既存のドキュメ
ントを詳細に調べる必要があります。時間とリソース
に加え技術的な知識があれば、NiFi のソースコード
を分析して、その仕組みを深く理解できるかもしれ
ません。仕組みがわかれば、問題の診断、独自のソ
リューションの開発、ソリューションの修正がある程
度楽になります。

問題解決の際は、NiFi の問題追跡システムとして 
JIRA を使って、情報、バグレポート、機能リクエスト
を調べるのが一般的です。現在直面している具体的
な問題を検索し、回避策や今後の修正予定がある
かどうかを確認できます。また、新たな問題が発生
したときに、その問題について報告することもでき
ます。

NiFi をうまく活用すれば、パフォーマンスと効率を最
適化し、セキュリティ要件に対応して、期待以上の
成果をあげることができるでしょう。ただし、そのた
めには多くの時間をかけ、リソースを調整し、効果
的な運用方法に関するノウハウを身に付ける必要が
あります。
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セルフサポートの NiFi オープンソースの課題
NiFi は、ニーズに合わせて柔軟にデータを収集、処
理、配信できる強力なツールです。組織が直面して
いる課題を解決するための革新的なソリューション
をすばやく構築できます。ただし、運用の負担は決
して軽くありません。負担が大きいタスクには以下の
ものがあります。

• ソフトウェアの管理 (ダウンロード、インストール、
プロビジョニングなど)

• 継続的な保守 (ワークロードの最適化やセキュリ
ティ維持のための環境設定の確保)

• データの管理 (スキーマの管理)

これらのタスクを組織ですべて担う場合、ユースケー
スが広がるにつれて管理が困難になり、負担が増し
ます。

また、構造化データを扱う場合は常に、データフロー
でスキーマを参照する必要があります。これにより、
下流のシステムで、予期しないスキーマのデータ受
信を回避できます。スキーマは通常、時間とともに
進化します。そのため、エラーやデータ品質の問題
を防ぐには、スキーマの進化に合わせてソースやシ
ンクを同期する必要があります。NiFi で利用できる
のは、Avro スキーマ向けの基本的なスキーマ管理
機能だけで、スキーマのバージョニング、スキーマ
の進化、他のスキーマ形式のサポートなどの機能は
ありません。

これらの点を考慮すると、スキーマ管理システムを
別途使用することは不可欠です。

NiFi はデータ統合のための豊富な機能を備えたプ
ラットフォームです。一方で、機能の多さが、仕組
みの理解や問題のトラブルシューティングを難しくし
ています。データのルーティング、変換、さまざまな
システムとの統合など、広範な機能を使いこなすに
は、NiFi のアーキテクチャとコンポーネントをよく理
解する必要があります。各種のプロセッサ、コントロー
ラーサービス、設定をすべて確認するのは、初心者
にとっては大変な作業です。

NiFi には、オープンソースプロジェクト特有の習得
の難しさがあります。NiFi で使われるコンセプトや用
語は、初心者には馴染みのないものばかりでしょう。
フローベースのプログラミングモデル、NiFi のユー
ザーインターフェース、設定オプションを理解するの
にも時間と労力がかかります。問題のトラブルシュー
ティングと解決を効果的に行うには、このプラット
フォームについて学ぶための投資がある程度必要
です。

NiFi については幅広いドキュメントが提供されてい
ますが、あらゆるユースケースやトラブルシューティ
ングシナリオを網羅しているわけではありません。実
際に直面する問題や課題によっては、ドキュメントを
調べても明確な解決策が見つからないこともありま
す。その場合は、他のソースを調べたり、思いつく
解決策を試したりして、自力で解決する必要があり
ます。

高いスキルと意欲を持つ開発者が協力して、NiFi を
導入し、イノベーションプロジェクトを短期間で達成
する例もよくありますが、NiFi は基本的に、データ
統合とその関連テクノロジーに関する技術的な専門
知識を必要とするツールです。複雑な問題をトラブ
ルシューティングするには、さまざまなシステム、プ
ロトコル、データ形式を理解する必要があります。
これらの分野に関する経験や知識がない場合、問題
を効果的に診断して解決するのは容易ではないで
しょう。

セルフサポートは、パフォーマンス、効率、セキュリティ
の点でも最善とは言い難いアプローチです。セルフ
サポートでは、問題が発生したときに、解決策を求
めてさまざまなフォーラムで情報を収集する必要があ
ります。オープンソースの NiFi は全体として、課題
の答えを見つけるために調査と実験に時間を費やす
ことのできる、経験豊富で柔軟性のある開発チーム
に適した、長い時間をかけて習得していくソリュー
ションなのです。

NiFi は、ニーズに合わせて柔軟にデータを
収集、処理、配信できる強力なツールです。
組織が直面している課題を解決するための
革新的なソリューションをすばやく構築でき
ます。ただし、運用の負担は決して軽くあり
ません。
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Cloudera は、NiFi の知識が豊富なチームによ
るサポートだけでなく、セルフサポートでの運
用/管理負担を軽減するパッケージ製品も提供し
ています。

負担の軽減は特に、イノベーションの段階を経て、
本番環境でのデータパイプライン展開の規模を拡大
し、管理する NiFi クラスタが増えてきたときに重要
になります。

Apache NiFi 環境の進化において Cloudera の導入
は自然な流れです。

Cloudera は、セルフサービスのパイプライン開発経
験に基づき、大規模環境で汎用的かつ効率的なデー
タ配信の構築を支援する、クラウドに最適化された
データサービスを提供します。

メリット
セルフサポートの NiFi オープンソースから Cloudera 
に移行すれば、堅牢で効率に優れたデータパイプラ
インの構築に集中できます。Cloudera の製品はクラ
ウドとオンプレミスのどちらでも最適に機能するよう
に設計されているため、セキュリティとガバナンスを
維持しながら、管理の負担を大幅に軽減できます。

1 「The Forrester Wave: Notebook-Based Predictive Analytics and Machine Learning, Q3 2020」、Cloudera ブログ、2023年6月21日アクセス

さらに、Cloudera のサポートにより、インシデントを
すばやく解決し、サービスの品質を改善して、ダウ
ンタイムを削減できます。Gartner 社の調査によると、
大規模な障害が発生したときの1分あたりの平均
コストは5,600ドルにのぼりますが、Cloudera を使
用する組織では解決時間を35% 短縮できることが
わかっており、障害の影響を軽減できます。また、
Cloudera の導入が TCO やリスクエクスポージャー
の低減につながることも、ビジネス面でのメリットと
して移行の判断にプラスになるでしょう。Cloudera 
は、オープンソースの革新性に、円滑な運用という
付加価値をもたらします。

このサービスによる時間の節約効果は絶大です。
Cloudera を導入すると、クラウドインフラストラク
チャーに関する支出を60 ～ 85%、管理にかかる時
間を60～ 80% 節約できます。また、パイプラインの
開発にかかる時間も20 ～ 40% 短縮できます。(以上、
出典: 「The Forrester Wave Report」1)

NiFi の大規模展開における Cloudera 導入のメリット

50%
Cloudera を導入した組織は、 
リソース使用率の50% 削減など、
大きな成果を達成

セルフサポートの NiFi オープンソースから 
Cloudera への移行で得られるメリット
Cloudera は、幅広い業界のお客様の NiFi 
ワークロード管理を支援しています。 
Cloudera を導入した組織は、マネージド
サービスによるサポートとセキュリティの補
強により、リソース使用率の50% 削減など、
大きな成果を達成しています。
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ケーススタディ | 運輸

セルフサポートの課題に直面した欧州の鉄道サービス企業

欧州のある鉄道サービス企業では、列車の運
行数が2,000本を超える鉄道網のデータを収
集、配信する必要があります。

NiFi はデータパイプラインのすばやい構築に効果的
でしたが、大規模展開でのセキュリティと開発効率
の確保が課題になっていました。以前は、セキュリ
ティの確保と円滑なオペレーションに必要な大量の
データをリレーショナルデータベースに収めていまし
たが、容量の問題で複数のデータセットに分割する
必要があり、ユーザーアクセスにも制約がありまし
た。また、データの管理に非常に手間とコストがか
かっていました。特に懸念されたのがセキュリティと
安全性です。そこで、セルフサービスからマネージド
型のデータサービスモデルへの移行を決断しま
した。

検討の結果、充実した機能、高い拡張性、他製品
と比べた TCO の低さを評価して、Cloudera を選択
しました。Cloudera に移行して以来、データに基づ
く意思決定をほぼリアルタイムで行えるようになりま
した。

Cloudera のテクノロジーにより、データから、各路
線で特定の時間帯に運行すべき正確な列車本数や、
各車両の1平方メートルあたりの正確な乗客数を判
断できるようになりました。
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ケーススタディ | 医療保険

大手医療保険会社

ある大手医療保険会社は、データアプリケー
ションでの高度な SLA を維持するため、多数の
異なるソースから、ストリーミングとバッチ処理
の両方を使ってデータを取り込んでいました。

この環境では、ワークロードのばらつきが大きく、
特に保険の申し込みが可能な期間にはデータ量が
急増するため、エラスティックな拡張性が求められ
ます。そこで Cloudera を導入したところ、2カ月以
内に100以上のデータパイプラインの移行を終え、
クラウド設定の最適化と自動スケーリング機能によ
り、リソース使用率を約50% 削減することができまし
た。
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ケーススタディ | データと分析

小売業界でデータサイエンス/洞察の提供/メディアに携わる企業

小 売 業 界でデ ー タサイエンス/洞 察 の 提 供/
メディアに携わるある企業は、セルフサポート
の NiFi オープンソースに関するいくつかの課題
に直面し、Cloudera への移行を決めました。

Cloudera の導入は、運用の信頼性とパフォーマンス
の向上、すばやいスケーリング、リソースの可視化
と詳細な管理、ユーザー管理によるセキュリティ強
化、開発の柔軟性の向上といったメリットをもたらし
ています。

運用の信頼性とパフォーマンスが向上したことで、
データパイプラインに設定された稼動時間とパフォー
マンスに関する厳しい SLA を満たせるようになりまし
た。また、データ配信とリソース使用率を可視化し、
詳細に管理できるようになったことで、コストの内訳
を正確に把握できるようになりました。

Cloudera によって常に最大限のパフォーマンスを引
き出すように設定が最適化され、1つのコントロール
パネルから運用を簡単に管理できるようになったた
め、データ配信の遅延とリソースへの負担は最小限
に抑えられています。さらに、クラスタデプロイのス
ケーリングを手作業で行う必要がないため、キャパ
シティの増減をすばやく行えます。
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ケーススタディ | 製造

米国の多国籍食品メーカー

米国の多国籍食品メーカーは以前、オープン
ソースの Apache NiFi を使用していました。セ
ルフサポートの Apache NiFi で開発したデータ
フローで品質の問題が徐々に顕在化したため、
データパイプラインのパフォーマンス、リソース
使用率、実用性の改善策を模索していました。

新しいソリューションには、ファイルの受信をトリガー
に ETL 処理を実行するイベントドリブン型の ETL と、
ETL ジョブを営業日時内の特定のタイミングで実行す
る時間ドリブン型の ETL オーケストレーションに対応
できることが求められました。また、世界各国の店
舗で販売しているシリアル、スナック、植物由来の
商品の売上日報を作成する必要もあります。

検討の末、Apache NiFi から Cloudera に移行するこ
とを選択しました。その結果、ビジネス成果として、
新しいデータソースの展開にかかる時間が短縮さ
れ、AWS の IaaS でサポートされていないバージョ
ンの NiFi を運用するリスクを回避することでコストを
大幅に節約できました。さらに、本番環境でのデー
タパイプライン運用の安定性向上、セキュリティリス
クの低減、リソース使用率に合わせた設定の最適化
といったメリットも実現しています。
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ケーススタディ | 医療保険

イスラエルの健康保険機構

この組織は、イスラエルで現在活動している
4つの健康保険機構のうちの1つです。以前は、
オ ープンソースの NiFi を Couchbase、SQL、
Kafka、Elastic と統合して4年ほど運用していま
した。

しかし、Kerberos によるクラスタのセキュリティ確保
や、継続的なサポートに不安がありました。また、
BI 部門では、FHIR などの医療コンプライアンスを維
持しながらデータを移動することがビジネス上の課
題になっていました。これらのデータは NiFi を通じ
て Kafka との間で読み書きされていました。

Cloudera に移行したのは2023年で、プラットフォー
ムの使い方はすぐに習得できました。実際、2つの
ユースケースの導入後は学習を必要としていません。
また、環境を統合したことで管理が容易になり、セ
キュリティも強化されました。
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結論

セルフサポートの NiFi オープンソースは、運用
に多くの時間とリソースがかかるだけでなく、
パフォーマンス、効率、セキュリティの点でも最
善策とは言えません。

NiFi オープンソースから Cloudera に移行したお客
様は、機能の拡充、拡張性の向上、他製品と比べ
た TCO の低さといったメリットを享受しています。ど
の業界のお客様にとっても、時間の節約効果は絶大
です。また、リアルタイムのアラートと通知、新しい
データソースの迅速な展開、パイプラインの導入時
間の短縮も重要なメリットです。NiFi のソースコード
を分析する必要も、JIRA でバグレポートを調べる必
要も、データ統合とその関連テクノロジーに関する
技術的な専門知識を習得する必要もありません。
Cloudera を活用すれば、Apache NiFi の潜在力を最
大限に引き出して、組織のデータ統合、処理、自動
化のニーズに対応できます。 

詳細はこちらから

Cloudera の製品について詳しくは、Cloudera の製
品ページをご覧ください。

• Cloudera Flow Management: オンプレミス 
ソリューション

• Cloudera Data Flow: パブリッククラウド 
ソリューション

• Cloudera Edge Management: 分散型エッジ 
エージェントの管理が必要なエコシステムに 
Apache NiFi を統合するためのソリューション
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https://jp.cloudera.com/content/dam/www/marketing/resources/datasheets/cloudera-flow-management-datasheet.pdf.landing.html?utm_medium=asset&utm_source=ebook&keyplay=data-flow&utm_campaign=ScalingNiFiforEnterprise_eBook&cid=UNGATED\
https://jp.cloudera.com/products/dataflow.html
https://jp.cloudera.com/products/edge-management.html
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